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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　四隅の柱の上下端を天井梁および床梁で連結した直方体状のフレームを有する通常の建
物ユニットと、通常の建物ユニットのフレームから柱を一本省略した大空間用フレームを
有する複数の大空間用建物ユニットとを含んで形成されたユニット式建物の内部に、柱の
ない大空間を形成するために、前記複数の大空間用建物ユニットを隣接配置し、これらの
大空間建物ユニットを補強するための補強梁であって、対向する複数の平板材と、これら
の平板材の間に介装される波板材とを備え、前記波板材は前記平板材と当接する当接面が
形成され、前記当接面には前記平板材に形成されたボルト孔に対応した位置にボルト孔が
形成され、前記当接面の裏側にはボルト孔と対応した位置に裏ナットが溶接により固着さ
れ、この裏ナットに前記ボルト孔に挿通されたボルトが螺合されていることを特徴とする
補強梁。
【請求項２】
　請求項１に記載の補強梁において、前記波板材は、正六角形を半分に切断した略台形状
の波形が複数繰り返された断面形状を有していることを特徴とする補強梁。
【請求項３】
　四隅の柱の上下端を天井梁および床梁で連結した直方体状のフレームを有する通常の建
物ユニットと、通常の建物ユニットのフレームから柱を一本省略した大空間用フレームを
有する複数の大空間用建物ユニットとを含んで形成されたユニット式建物であって、前記
大空間建物ユニットは、前記柱が省略された角隅部同士が寄せ合わされた状態で隣接配置
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され、寄せ合わされた角隅部を間においたその両端に配置される柱の上端が補強梁で連結
され、この補強梁は、対向する複数の平板材と、これらの平板材の間に介装される波板材
とを備え、前記波板材は前記平板材と当接する当接面が形成され、前記当接面には前記平
板材に形成されたボルト孔に対応した位置にボルト孔が形成され、前記当接面の裏側には
ボルト孔と対応した位置に裏ナットが溶接により固着され、この裏ナットに前記ボルト孔
に挿通されたボルトが螺合されていることを特徴とするユニット式建物。
【請求項４】
　請求項３に記載のユニット式建物において、下階に四つの大空間用建物ユニットが隣接
配置され、これらの大空間用建物ユニットの上に前記通常の建物ユニットである上階建物
ユニットがそれぞれ載置され、
隣接する大空間用建物ユニットの天井梁の間、および、隣接する上階建物ユニットの床梁
の間に前記補強梁が介装され、この補強梁は、その梁成が前記上階建物ユニットの床梁の
上面から前記大空間用建物ユニットの天井梁の下面までの間に納まる寸法となっているこ
とを特徴とするユニット式建物。
【請求項５】
　請求項３または請求項４に記載のユニット式建物において、前記補強梁は、前記建物ユ
ニットの短辺側に沿って延びていることを特徴とするユニット式建物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、四本の柱のうちの一本が省略されたフレームを有する箱状の建物ユニットを複
数備えたユニット式建物の内部に、柱のない大空間を形成するための補強梁およびこれを
用いたユニット式建物に関する。
【０００２】
【背景技術】
従来より、工場で製造した箱状の建物ユニットを、建築現場で複数組合わせて建築される
ユニット式建物が利用されている。
ユニット式建物を形成する建物ユニットとしては、四隅の柱の上下端に天井梁および床梁
で連結した直方体状のフレームを有するものが一般的である。
建物ユニットのフレームには、天井梁に支持される天井面材、床梁に支持される床面材お
よび部屋を仕切る間仕切壁等の内装材や、軽量気泡コンクリート等で形成された外壁等が
工場で組付けられる。
【０００３】
このようなユニット式建物では、その内部に、例えば広い居間等のような柱のない大空間
を形成するために、建物ユニットの一の柱を省略する場合がある。
この際、一の柱を省略すると、当該建物ユニットの剛性が低下し、上方に載置される建物
ユニット等の荷重を支持しきれなくなるので、当該柱が省略された部分を挟んでその両側
に配置される柱の上端を連結する２スパン分の補強梁が設けられている（特開平８－２７
７５８０号公報等参照）。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
このような補強梁を用いると、充分剛性を確保するために、補強梁の梁成や厚さ寸法を大
きくしなければならず、補強梁の重量が重くなる。これにより、補強梁の取扱いが面倒と
なり、その組立作業を煩雑にするという問題がある。
【０００５】
なお、一の柱が省略された建物ユニットの剛性を確保するために、建物ユニットの骨組み
をラチス梁で補強することが考えられるが、このラチス梁は、一対の平行な上弦材および
下弦材の間に複数の斜材をジグザグ状に配置したものであり、建物ユニットの骨組みに、
上弦材および下弦材の端部、ならびに、両端に配置された斜材の端部をすべて接合する必
要があるので、その取付構造が接合箇所の多い複雑なものとなり、接合作業が面倒となる
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。このため、現場での接合作業が煩雑となるという問題がある。
【０００６】
本発明の目的は、柱のない大空間を形成するために、その接合作業が容易に行えるように
なる補強梁およびこれを用いたユニット式建物を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る第一発明は、図面をも参照して説明すると、四隅の柱４１の上下端を天井
梁４２および床梁４３で連結した直方体状のフレーム４０を有する通常の建物ユニット２
０Ａ，３０Ａと、通常の建物ユニット２０Ａ，３０Ａのフレーム４０から柱を一本省略し
た大空間用フレーム５０を有する複数の大空間用建物ユニット２０Ｂとを含んで形成され
たユニット式建物１０の内部に、柱のない大空間を形成するために、前記複数の大空間用
建物ユニット２０Ｂを隣接配置し、これらの大空間用建物ユニット２０Ｂを補強するため
の補強梁７０であって、対向する複数の平板材７１と、これらの平板材７１の間に介装さ
れる波板材７２とを備え、前記波板材７２は前記平板材７１と当接する当接面７２Ａが形
成され、前記当接面７２Ａには前記平板材７１に形成されたボルト孔７１Ａに対応した位
置にボルト孔７２Ｂが形成され、前記当接面７２Ａの裏側にはボルト孔７２Ｂと対応した
位置に裏ナット７５が溶接により固着され、この裏ナット７５に前記ボルト孔７２Ｂに挿
通されたボルト７６が螺合されていることを特徴とする。このような第一発明では、大空
間用建物ユニット２０Ｂを補強するにあたり、補強梁７０を隣接する建物ユニット２０Ｂ
の梁５２の間に介装し、両側の梁５２と接合すれば、大空間用建物ユニット２０Ｂが補強
されるので、ラチス梁のような複雑な取付構造が不要となり、補強梁７０の梁５２への接
合作業が容易に行えるようになる。この際、補強梁７０を平板材７１および波板材７２か
ら形成しているので、補強梁７０で所定の剛性を確保しても、補強梁７０の重量が重くな
らず、補強梁７０の取扱いが容易となる。
【０００８】
以上において、前記波板材７２は、正六角形を半分に切断した略台形状の波形が複数繰り
返された断面形状を有していることが望ましい。
このようにすれば、波板材７２の断面形状を略台形状の波形が連続する形状とし、波板材
７２を平板材７１で両側から挟んでいるので、波板材７２が補強梁７０の補強材となり、
補強梁７０に加わる鉛直荷重に対する充分な剛性が確保されるようになるうえ、波板材７
２に平板材７１と当接する当接面７２Ａが形成されているので、この当接面７２Ａが平板
材７１との接合面となり、波板材７２と平板材７１との接合作業が容易に行えるうえ、補
強梁７０の製作が容易となる。
【０００９】
　本発明に係る第二発明は、四隅の柱４１の上下端を天井梁４２および床梁４３で連結し
た直方体状のフレーム４０を有する通常の建物ユニット２０Ａ，３０Ａと、通常の建物ユ
ニット２０Ａ，３０Ａのフレーム４０から柱５１を一本省略した大空間用フレーム５０を
有する複数の大空間用建物ユニット２０Ｂとを含んで形成されたユニット式建物１０であ
って、前記大空間用建物ユニット２０Ｂは、前記柱５１が省略された角隅部２０Ｄ同士が
寄せ合わされた状態で隣接配置され、寄せ合わされた角隅部２０Ｄを間においたその両端
に配置される柱５１の上端が補強梁７０で連結され、この補強梁７０は、対向する複数の
平板材７１と、これらの平板材７１の間に介装される波板材７２とを備え、前記波板材７
２は前記平板材７１と当接する当接面７２Ａが形成され、前記当接面７２Ａには前記平板
材７１に形成されたボルト孔７１Ａに対応した位置にボルト孔７２Ｂが形成され、前記当
接面７２Ａの裏側にはボルト孔７２Ｂと対応した位置に裏ナット７５が溶接により固着さ
れ、この裏ナット７５に前記ボルト孔７２Ｂに挿通されたボルト７６が螺合されているこ
とを特徴とする。このような第二発明では、前述したように、所定の剛性を確保しても、
重量が重くならない補強梁７０を、隣接する建物ユニット２０Ｂの梁５２に接合している
ので、補強梁７０の取扱いが容易となり、ラチス梁のような複雑な取付構造が不要となり
、補強梁７０の梁５２への接合作業が容易に行えるようになる。
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【００１０】
以上において、下階に四つの大空間用建物ユニット２０Ｂが隣接配置され、これらの大空
間用建物ユニット２０Ｂの上に前記通常の建物ユニットである上階建物ユニット３０Ａが
それぞれ載置され、隣接する大空間用建物ユニット２０Ｂの天井梁５２の間、および、隣
接する上階建物ユニット３０Ａの床梁４３の間に前記補強梁７０が介装され、この補強梁
７０は、その梁成が前記上階建物ユニット３０Ａの床梁４３の上面から前記大空間用建物
ユニット２０Ｂの天井梁５２の下面までの間に納まる寸法となっていることが望ましい。
このようにすれば、上階建物ユニット３０Ａの床および大空間用建物ユニット２０Ｂの天
井は、通常の建物ユニットに設けられる床および天井と同じ高さレベルに設置可能となり
、床および天井の取付構造を何ら変更することがなくなり、建物ユニット２０Ｂ，３０Ａ
の製造効率が損なわれない。
【００１１】
また、前記補強梁７０は、前記建物ユニット２０Ｂ，３０Ａの短辺側に沿って延びている
ことが望ましい。
このように、補強梁７０を建物ユニット２０Ｂ，３０Ａの短辺方向に設ければ、建物ユニ
ット２０Ｂ，３０Ａの長辺方向に補強梁７０を設ける場合よりも、補強梁７０およびこの
補強梁７０で補強される天井梁５２の長さが短くなり、より高い剛性が確保されるので、
柱５１を省略するにあたり、所定の剛性を確保することがより容易となる。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の一形態を図面に基づいて説明する。
図１には、本発明の一実施形態に係るユニット式建物１０が示されている。　ユニット式
建物１０は、基礎１１の上に形成される建物本体１２と、この建物本体１２の上に形成さ
れる屋根１３とを備えたものである。
このうち、建物本体１２は、箱状に形成された建物ユニット２０，３０を複数組合わせて
形成されたものである。
【００１３】
ユニット式建物１０の一階部分には、下階建物ユニットである建物ユニット２０Ａ，２０
Ｂが設けられている。
詳しくは、ユニット式建物１０の一階部分は、図２に示されるように、建物本体１２の外
周縁に沿ってＬ字形状に配置された５個の建物ユニット２０Ａと、当該建物ユニット２０
Ａが形成するＬ字の入隅部分に配置された４個の建物ユニット２０Ｂとで形成されている
。
図１に戻って、ユニット式建物１０の二階部分には、上階建物ユニットである建物ユニッ
ト３０Ａが設けられている。
【００１４】
このうち、下階建物ユニット２０Ａおよび上階建物ユニット３０Ａは、図３に示されるよ
うに、四隅の柱４１の上下端を連結する天井梁４２および床梁４３を有する直方体状のフ
レーム４０を有する通常の建物ユニットである。
フレーム４０の天井梁４２としては、長さの異なる短辺天井梁４２Ａおよび長辺天井梁４
２Ｂの二種類が設けられ、フレーム４０の床梁４３としては、長さの異なる短辺床梁４３
Ａおよび長辺床梁４３Ｂの二種類が設けられている。
対向する長辺天井梁４２Ｂの間には、図示しない、天井面材を支持するために天井小梁が
架け渡されている。
対向する長辺床梁４３Ｂの間には、図示しない、床を形成する床面材を支持するために複
数の根太が架け渡されている。
【００１５】
一方、図２において、一点鎖線のハッチングで示される４個の大空間用建物ユニット２０
Ｂは、図４に示されるように、各々の一つの角隅部２０Ｄ同士が寄せ合わされた状態で隣
接配置されている。
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建物ユニット２０Ｂは、通常の下階建物ユニット２０Ａのフレーム４０から柱５１が一本
省略され、つまり、寄せ合わされた角隅部２０Ｄの柱５１が省略され、三本の柱５１を有
する略直方体状の大空間用フレーム５０を備えた大空間用建物ユニットとなっている。
これにより、４個の建物ユニット２０Ｂの中心部分には、天井と床との間に柱５１等の突
出物が何ら存在しない広い大空間６０が形成される。
【００１６】
大空間用フレーム５０の天井梁５２としては、長さの異なる短辺天井梁５２Ａおよび長辺
天井梁５２Ｂの二種類が設けられ、大空間用フレーム５０の床梁５３としては、長さの異
なる短辺床梁５３Ａおよび長辺床梁５３Ｂの二種類が設けられている。
このような柱５１が省略された角隅部２０Ｄ同士が寄せ合わされた状態で隣接配置された
４個の大空間用建物ユニット２０Ｂは、当該寄せ合わされた角隅部２０Ｄを間においたそ
の両側の角隅部２０Ｃに配置される柱５１の上端が補強梁７０で連結されている。
【００１７】
補強梁７０は、大空間用建物ユニット２０Ｂの柱５１が省略された天井梁５２Ａを補強す
るためのものであり、当該大空間用建物ユニット２０Ｂの短辺方向に沿って延びている。
この補強梁７０は、角隅部２０Ｄの両側の角隅部２０Ｃに配置される柱５１を連結する長
さ寸法を有する長尺の部材となっている。
補強梁７０には、対向する複数の平板材７１と、これらの平板材７１の間に介装される波
板材７２とが設けられている。
【００１８】
また、平板材７１および波板材７２の高さ寸法、すなわち、補強梁７０の梁成Ｈは、図６
に示されるように、上階建物ユニット３０Ａの床梁４３Ａの上面から大空間用建物ユニッ
ト２０Ｂの天井梁５２Ａの下面までの間に納まる寸法となっている。
ここで、補強梁７０は、その上面が床梁４３Ａの上面から上方へ突出せず、その下面が天
井梁５２Ａから下方へ突出しないので、床梁４３Ａの上面に載置される床面材は、他の建
物ユニット３０Ａの床面材と同一高さレベルとなっているとともに、天井梁５２Ａの下面
に設けられる天井面材は、他の建物ユニット２０Ａの天井面材と同一高さレベルとなって
いる。
【００１９】
図５に戻って、平板材７１の上端側には、補強梁７０と上階建物ユニット３０Ａの床梁５
３Ａとを接合するために、ボルト７６が挿通されるボルト孔７１Ａが所定間隔をあけて複
数形成されている。また、平板材７１の下端側には、補強梁７０と大空間用建物ユニット
２０Ｂの天井梁４２Ａとを接合するために、ボルト７６が挿通されるボルト孔７１Ｂが所
定間隔をあけて複数形成されている。
波板材７２は、正六角形を半分に切断した略台形状の波形が複数繰り返された断面形状を
有している。この波板材７２には、対向する平板材７１と当接する当接面７２Ａが形成さ
れ、この当接面７２Ａが平板材７１との接合面となっている。
ここで、平板材７１と波板材７２とは、当接面７２Ａの周縁に沿って所定間隔をあけてス
ポット溶接することにより、溶接されている。
当接面７２Ａには、平板材７１のボルト孔７１Ａに対応した位置にボルト孔７２Ｂが形成
されている。当接面７２Ａの裏側には、ボルト孔７２Ｂと対応した位置に裏ナット７５が
溶接により固着されている。
一対の平板材７１は、その間の波板材７２に接合され、平行状態が維持されるため、上方
から鉛直荷重が加わっても、波板材７２により外側あるいは内側への変位が抑制されるよ
うになっている。これにより、補強梁７０は、平板材７１および波板材７２を薄くしても
、所定の剛性が確保されるようになっている。
【００２０】
また、補強梁７０の対向する平板材７１の各表面には、当該補強梁７０の落下を防止する
ために、複数のストッパ８１が着脱可能に設けられ、補強梁７０と大空間用建物ユニット
２０Ｂの天井梁５２Ａとの接合時において、ストッパ８１が天井梁５２Ａの上面に載置さ



(6) JP 4097360 B2 2008.6.11

10

20

30

40

50

れるようになっている。
このストッパ８１は、平板材７１の長辺方向に沿って延び、上階建物ユニット３０Ａの床
梁４３Ａとボルト接合するためのボルト孔７１Ａにボルト７６を挿入し、裏ナット７５と
螺合させることにより、平板材７１に接合されている。
【００２１】
このような隣接配置された大空間用建物ユニット２０Ｂの四本の天井梁５２Ａは、大空間
用建物ユニット２０Ｂ側から天井梁５２Ａ、平板材７１および波板材７２を貫通するボル
ト７６を裏ナット７５に螺合させることにより、相互に連結されて束ねられている。
特に、四本の天井梁５２Ａの寄せ集められた端部は、補強梁７０の中央部分、すなわち、
角隅部２０Ｄの上方の部分に、ボルト７６およびナット７５で接合され、強固に一体化さ
れている。
また、隣接配置された上階建物ユニット３０Ａの四本の床梁４３Ａは、大空間用建物ユニ
ット２０Ｂの天井梁５２Ａと同様に、上階建物ユニット３０Ａ側から床梁４３Ａ、平板材
７１および波板材７２を貫通するボルト７６を波板材７２の当接面７２Ａの裏側に溶接に
より固着された裏ナット７５にそれぞれ螺合させることにより、相互に連結されて束ねら
れている。
【００２２】
換言すれば、一方の角隅部２０Ｃから角隅部２０Ｄに向かって延びてくる四本の梁４３Ａ
，５２Ａは、当該角隅部２０Ｄで途切れ、反対側の角隅部２０Ｃから同様にして延びてく
る４本の梁４３Ａ，５２Ａの端部と当接している。
ここで、補強梁７０が柱５１の省略された角隅部２０Ｄの両側の角隅部２０Ｃに配置され
る柱５１の上端を連結する長さを有しているので、当該角隅部２０Ｄの近傍で補強梁７０
を介して左右の４本の梁４３Ａ，５２Ａ同士が一体化され、一本の大梁となる。
なお、建物ユニット２０Ｂの角隅部２０Ｄには、輸送治具である仮柱８０が着脱可能に設
けられ、輸送時においては、床梁５３Ａ，５３Ｂの連結部分と、天井梁５２Ａ，５２Ｂの
連結部分とが連結されるようになっている。
【００２３】
次に、柱５１等の突出物が何ら存在しない広い大空間６０の形成手順を説明する。
まず、工場で建物ユニット２０，３０および補強梁７０を製作した後、建築現場に搬送す
る。建物ユニット２０，３０および補強梁７０の製作の際、搬送時の建物ユニット２０Ｂ
の変形を防止するために、角隅部２０Ｄに仮柱８０を設けておく。また、平板材７１の各
表面にストッパ８１をそれぞれ設けておく。
そして、これらの建物ユニット２０Ｂを、図７に示されるように、平面視で隣接配置し、
隣接する短辺天井梁５２Ａの間に形成される隙間に補強梁７０を挿入する。
【００２４】
この際、角隅部２０Ｄの両側の角隅部２０Ｃに配置される柱５１の近傍の位置において、
図５に示したように、二本の天井梁５２Ａを補強梁７０でボルト接合により、相互に連結
して束ねるとともに、角隅部２０Ｄの近傍の位置において、束ねられた二本の天井梁５２
Ａ同士を補強梁７０を介してボルト接合で連結することにより、一体化させる。
なお、補強梁７０を短辺天井梁５２Ａに接合するにあたり、補強梁７０は、ストッパ８１
により落下せず、ボルト７６による補強梁７０への連結作業が容易となる。
【００２５】
その後、図８に示されるように、ストッパ８１を大空間用建物ユニット２０Ｂから取り外
すとともに、上階建物ユニット３０Ａを大空間用建物ユニット２０Ｂの上に載置する。
これにより、隣接する短辺床梁４３Ａの間には、補強梁７０が配置される。
そして、大空間用建物ユニット２０Ｂの短辺天井梁５２Ａと同様に、角隅部２０Ｃに配置
される柱４１の近傍において、二本の床梁４３Ａを補強梁７０でボルト接合により、相互
に連結して束ねるとともに、角隅部２０Ｄの近傍の位置において、束ねられた二本の床梁
５２Ａ同士を補強梁７０でボルト接合で連結することにより一体化させる。この後、仮柱
８０を取外すと、天井および床との間に柱５１等の突出物が何ら存在しない広い大空間６
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０が形成される。
【００２６】
このような本実施形態によれば、次のような効果がある。
すなわち、補強梁７０を隣接する建物ユニット２０Ｂ，３０Ａの梁５２Ａ，４３Ｂの間に
介装し、両側の梁５２Ａ，４３Ｂと接合しているので、大空間用建物ユニット２０Ｂが補
強され、ラチス梁のような複雑な取付構造が不要となり、補強梁７０の梁５２Ａへの接合
作業を容易に行うことができる。
また、補強梁７０を平板材７１および波板材７２から形成しているので、補強梁７０で所
定の剛性を確保しても、補強梁７０の重量が重くならず、補強梁７０を容易に取り扱うこ
とができる。
【００２７】
さらに、補強梁７０が上階建物ユニット３０Ａの床梁４３Ａの上面から大空間用建物ユニ
ット２０Ｂの天井梁５２Ａの下面までの間に納められているので、上階建物ユニット３０
Ａの床および大空間用建物ユニット２０Ｂの天井は、通常の建物ユニットに設けられる床
および天井と同じ高さレベルに設置可能となり、床および天井の取付構造を何ら変更する
ことなく、建物ユニット２０Ｂ，３０Ａの製造工率が損なわれない。
【００２８】
また、補強梁７０を建物ユニット２０Ｂの短辺方向に沿って設けられているので、建物ユ
ニット２０Ｂの長辺方向に補強梁７０を設ける場合によりも、補強梁７０およびこの補強
梁７０で補強される天井梁５２Ａの長さが短くなり、より高い剛性が確保されるので、柱
５１を省略するにあたり、所定の剛性をより容易に確保することができる。
【００２９】
さらに、平板材７１の各表面にストッパ８１を設けたので、補強梁７０を天井梁５２Ａに
接合するにあたり、ストッパ８１が天井梁５２Ａの上面に載置され、補強梁７０が落下せ
ず、ボルト７６による補強梁７０の天井梁５２Ａへの連結作業を容易に行うことができる
。
【００３０】
なお、本発明は前記実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる他の
構成等を含み、以下に示すような変形なども本発明に含まれる。
すなわち、補強梁としては、建物ユニット２０Ｂの短辺天井梁５２Ａを補強するものに限
らず、建物ユニット２０Ｂの長辺天井梁５２Ｂを補強するものでもよい。ただし、補強梁
７０を短辺天井梁５２Ａを補強するものとすれば、長辺方向に補強梁７０を設ける場合よ
りも、より高い剛性が確保でき、柱５１を省略するにあたり、所定の剛性をより容易に確
保することができる点で望ましい。
【００３１】
また、波板材の断面形状としては、正六角形を半分に切断した略台形状の波形が複数繰り
返された形状に限らず、図９に示されるように、正六角形およびこの正六角形を半分に切
断した略台形を組合わせたハニカム形状でもよい。
この際、波板材７３には、平板材７１と当接する当接面７３Ａが形成されることが望まし
い。
【００３２】
【発明の効果】
本発明の補強梁およびこれを用いたユニット式建物によれば、次のような効果が得られる
。
すなわち、請求項１に記載の補強梁によれば、大空間用建物ユニットを補強するにあたり
、補強梁を隣接する建物ユニットの梁の間に介装し、両側の梁と接合すれば、大空間建物
ユニットが補強されるので、ラチス梁のような複雑な取付構造が不要となり、補強梁の梁
への接合作業を容易に行ことができる。
この際、補強梁を平板材および波板材から形成しているので、補強梁で所定の剛性を確保
しても、補強梁の重量が重くならず、補強梁を容易に取扱うことができる。
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【００３３】
また、請求項２に記載の補強梁によれば、波板材の断面形状を略台形状の波形が連続する
形状とし、波板材を平板材で両側から挟んでいるので、波板材が補強梁の補強材となり、
補強梁に加わる鉛直荷重に対する充分な剛性を確保できるうえ、波板材に平板材と当接す
る当接面が形成されているので、この当接面が平板材との接合面となり、波板材と平板材
との接合作業を容易に行え、補強梁を容易に製作できる。
【００３４】
さらに、請求項３に記載のユニット式建物によれば、前述したように、所定の剛性を確保
しても、重量が重くならない補強梁を、隣接する建物ユニットの梁の間に接合しているの
で、補強梁の取扱いが容易となり、ラチス梁のような複雑な取付構造が不要となり、補強
梁の梁への接合作業を容易に行うことができる。
【００３５】
また、請求項４に記載のユニット式建物によれば、上階建物ユニットの床および大空間用
建物ユニットの天井が、通常の建物ユニットに設けられる床および天井と同じ高さレベル
に設置可能となり、床および天井の取付構造を何ら変更することがなくなり、建物ユニッ
トの製造効率が損なわれない。
【００３６】
さらに、請求項５に記載のユニット式建物によれば、補強梁を建物ユニットの短辺方向に
設けると、建物ユニットの長辺方向に補強梁を設ける場合よりも、補強梁およびこの補強
梁で補強される天井梁の長さが短くなり、より高い剛性が確保されるので、柱を省略する
にあたり、所定の剛性をより容易に確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係るユニット式建物を示す全体斜視図である。
【図２】前記実施形態に係る一階部分の概略平面図である。
【図３】前記実施形態に係る建物ユニットのフレームを示す斜視図である。
【図４】前記実施形態に係る大空間用建物ユニットを示す分解斜視図である。
【図５】前記実施形態に係る建物ユニットの接合部分を示す分解斜視図である。
【図６】前記実施形態に係る建物ユニットの接合部分を示す断面図である。
【図７】前記実施形態に係る大空間用建物ユニットの設置方法を説明するための図である
。
【図８】前記実施形態に係る建物ユニットの接合方法を説明するための図である。
【図９】本発明の変形例を示す斜視図である。
【符号の説明】
１０　ユニット式建物
２０Ａ，３０Ａ　建物ユニット
２０Ｂ　大空間用建物ユニット
４０　フレーム
４１　柱
４２　天井梁
４３　床梁
５０　大空間用フレーム
５１　柱
５２　天井梁
５３　床梁
７０　補強梁
７１　平板材
７２　波板材
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